
 

 

 

 

今年度も、残すところ２ヶ月弱となりました。２月４日に立春を迎え、

暦の上では春となりましたが、まだまだ寒い日が続いています。暖かい春

を健康な体で迎えるためにも、季節の変わり目は特に健康管理に気を配り

ましょう。 

健康診断後の受診は済んでいますか？ 
 １学期の検診で治療や検査が必要な場合には、受診勧告書を配付しています。今年度は、

新型コロナウイルス感染症の影響で受診を控える傾向もあり、受診率が低い状況です。し

かし、むし歯の治療など後回しにすることで歯を失ってしまうケースもあります。おうち

の方と相談して、早めに受診するようにしてください。すでに受診した人や、定期的に管

理している人は、受診報告書に保護者の方のサインでもかまいません。 

 

 

 

 

 

 

いい眠りできていますか？ 
 体調不良のため保健室に来室する生徒から、睡眠不足や早く寝ても途中で起きてしまうとい

う話をよく聞きます。十分な睡眠時間の確保はもちろんですが、睡眠の“質”向上も大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんについて考える 

 日本人の死因の第１位はがんです。３割近くの

人ががんで亡くなっています。そして、日本人の

２人に１人は、一生のうちに何らかのがんになると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんは「向き合う病気」 

がんは、命にかかわる病気ですが、現在では、早期に発見し、適切に治療をすれば、治らな

い病気ではなくなってきました。「がんは怖い病気」と目を背けるのではなく、自分には何が

できるのか、しっかりと向き合っていくことが大切だと思います。みなさんには、がんについ

て正しく理解し、命を大切にしてほしいと願っています。 

１１月に２年生対象に外部講師をお招きし、「がん教育講座」実施しました。 

検診項目 受診率 

耳鼻科検診 ４５．６％ 

眼科検診・視力検査 ４１．５％ 

歯科検診 ３８．７％ 

令和５年２月 

流山市立おおぐろの森中学校 

保健室 

２月４日は「世界対がんデー」 

がんへの意識向上と予防、検出、治療への

取組を促すために定められた記念日です。 

がんってなに？ 

私たちの体はたくさんの細胞

でできていて、毎日、細胞分裂

を繰り返しています。 

その際に変異し、悪性化した

ものが、がんです。 

がんの原因 

わかっている原因は、「ウイル

ス、細菌」「生活習慣」「遺伝的

要因」の３つです。がんの中に

は、原因がわかっていないもの

もあります。 

予防するには 

生活習慣に気をつけること、がん検診を受けて、早期

発見、早期治療につなげることが大切です。早期発見す

ることで、約９５％の人が治っています。 

みなさんのおうちの方のなかには、仕事が忙しくて検

診を受けていない方もいるかもしれません。みなさんの

大切な家族を守るためにも、がん検診を勧めましょう。 

※２/１現在 


